
  

 

 

専攻長会議事要旨 

 

 

 

 日 時  令和８年８月２７日（木） 午前１０時４２分 開会 

                   午前１１時４１分 閉会 

 

 

 場 所  Ｕ１Ｅ棟５０３・５０４会議室 

 

 

 出席者  大政工学研究科長、中野教育研究評議会評議員 

渡部、加賀、安田 各副研究科長 

各専攻長９名 

津島、髙井、木多 各室長 

倉敷センター長 

 

 陪席者  服部事務部長 

岸田総務課長、三好経理課長、山口教務課長 

仙石総務課課長補佐、堅田経理課課長補佐、築島教務課課長補佐 

萩塚総務課庶務係長、長谷川総務課庶務係主任 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

議 事 

（協議事項） 

１．2026年10月入学大学院博士後期課程入学試験に係る合格者判定について 

2026年10月入学大学院博士後期課程入学試験に係る合格者判定について、配付資料に基づき説

明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

２．2027年4月入学大学院博士前期課程入学試験に係る合格者判定について 

2027年4月入学大学院博士前期課程入学試験に係る合格者判定について、配付資料に基づき説明

があり、協議の結果、これを承認した。 

 

３．2027年4月入学大学院博士後期課程入学試験に係る合格者判定について 

2027年4月入学大学院博士後期課程入学試験に係る合格者判定について、配付資料に基づき説明

があり、協議の結果、これを承認した。 

 

４．令和８年秋季修了者の認定について（博士前期課程） 

令和８年秋季博士前期課程修了者の認定について、配付資料に基づき説明があり、協議の結

果、これを承認した。 

 

５．課程博士の学位審査開始について 

課程博士の学位審査4件について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、論文の受理を承

認した。 

 

６．課程博士の学位授与について 

課程博士の学位授与3件について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、これを承認し

た。 

 

７．教員の人事について 

教員の人事4件について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

８．奨学寄附金等の受入について 

奨学寄附金等の受入について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

９．共同研究の受入について 

共同研究の受入について、本会議出席者が本件相手先企業等との利害関係者でないことを確認

のうえ、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

10．学術相談の受入について 

学術相談の受入について、本会議出席者が本件相手先企業等との利害関係者でないことを確認

のうえ、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

11．教職員の兼業について 

教職員の兼業について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 



 

12．任期付教職員等の年齢制限特例を認める者について 

任期付教職員等の年齢制限特例を認める者について、配付資料に基づき説明があり、協議の結

果、これを承認した。 

 

13．内規の制定について 

内規の制定2件について、配付資料に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 

 

（報告事項） 

１．令和８年度 工学研究科 若手研究者競争的資金獲得支援プログラム審査結果について 

令和８年度 工学研究科 若手研究者競争的資金獲得支援プログラム審査結果について、説明が

あった。 

 

２．2026年4月21日開催 第1回女子学生交流会について 

2026年4月21日開催 第1回女子学生交流会について、配付資料に基づき説明があった。 

 

３．工学部創始130周年記念展について 

工学部創始130周年記念展について、配付資料に基づき説明があった。 

 

４．学籍異動について 

学籍異動について、配付資料に基づき説明があった。 

 

５．共同研究講座・協働研究所・寄附講座の特任教員等の雇用について 

   共同研究講座・協働研究所・寄附講座の特任教員等の雇用について、配付資料に基づき説明が

あった。 

 

６．招へい教員等の受入れについて 

招へい教員等の受入れについて、配付資料に基づき説明があった。 

 

７．令和７年度「『全学的に重視する指標』の数値目標」に対する取組状況について 

令和７年度「『全学的に重視する指標』の数値目標」に対する取組状況について、配付資料に

基づき説明があった。 

 

 

○ 次回の専攻長会は、令和８年９月１０日（木）午前９時３０分から開催することとした。 

以 上 

 


